
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
田
二
郎
の
一
般
質
問
か
ら 

 

 

高
橋
美
博
の
一
般
質
問
か
ら 

低
い
一
部
負
担
金
減
免
基
準 

問 

国
保
の
一
部
負
担
金
（
３
割

の
窓
口
負
担
金
）
の
収
入
激
減

等
に
よ
る
減
免
基
準
を
（
①
入

院
の
み 

②
生
活
保
護
基
準
額

以
下
の
収
入 

③
基
準
額
３
箇

月
分
以
下
の
預
貯
金
）
定
め
、
１０

月
か
ら
実
施
す
る
予
定
だ
が
、

あ
ま
り
に
も
基
準
が
低
す
ぎ
る
。 

厚
労
省
の
見
解
は
、「
国
の
基
準

は
最
低
限
の

基
準
で
あ
り
、

市
町
村
で
上

積
み
す
る
こ

と
が
望
ま
し

い
」
と
の
こ
と

だ
が
。 

答 

国
の
政
務
官
の
発
言
は
、
財

源
を
伴
わ
な
い
無
責
任
な
発
言

で
あ
り
、
ま
ず
は
、
国
の
基
準

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
く
。 

問 

先
行
し
て
い
る
全
国
の
自
治

体
は
、
入
院
だ
け
で
な
く
外
来

も
対
象
で
あ
り
、
生
活
保
護
基

準
額
の
１
２
０
〜
１
４
０
％
の

収
入
の
方
を
対
象
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
ら
に
学

ぶ
べ
き
。 

答 

県
内
７
市
が
実
施
（
う
ち
６

市
は
基
準
に
上
積
み
）
し
て
い

る
。
今
後
策
定
予
定
市
は
、
ほ

と
ん
ど
基
準
ど
お
り
で
あ
る
。 

問 

市
の
国
保
税
に
つ
い
て
の
減

免
基
準
は
、
生
活
保
護
基
準
額

の
１
２
０
％
ま
で
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
と
の
整
合
性

が
な
い
で
は
な
い
か
。 

答 

国
保
税
は
相
互
扶
助
の
観
点

か
ら
で
あ
り
、
一
部
負
担
金
は

サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
価
と
し
て
受

益
者
負
担
で
あ
り
、
国
保
税
の

減
免
と
は
性
質
が
異
な
る
。 

介
護
保
険
料
の
税
金
控
除
を 

問 
被
扶
養
者
の
特
別
徴
収
さ
れ

て
い
る
介
護
保
険
料
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
で
、
形
式
的
に

は
本
人
が
支
払
っ
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に

扶
養
者
が
支
払
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
扶
養
者
の
税
金
控
除

対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
年
金

受
給
者
本
人
の
支
払
と
な
り
、

所
得
税
法
上
、
扶
養
者
の
社
会

保
険
控
除
の
対
象
と
は
な
ら
な

い
。 

問 

介
護
保
険
料
に
は
「
世
帯
」

と
い
う
要
素
が
考
慮
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。 

答 

世
帯
の
介
護
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
で
あ
り
、
世
帯
の
受
益

に
つ
な
が
る
と

の
考
え
方
か
ら
、

介
護
保
険
料
に

世
帯
員
の
市
民

税
課
税
状
況
を

反
映
さ
せ
て
い

る
。 

問 

後
期
高
齢
者
医
療
の
よ
う
に
、

普
通
徴
収
に
変
更
で
き
な
い
か
。 

 

答 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

一
昨
年
４
月
よ
り
納
付
方
法
が

選
択
制
と
な
っ
た
。
介
護
保
険

に
つ
い
て
は
、
徴
収
率
が
下
が

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
選
択
制
は

見
送
ら
れ
た
経
過
が
あ
る
。 

浅
羽
支
所
の
機
能
強
化
を 

問 

支
所
２
階
・
３
階
が
（
仮
）

歴
史
文
化
館
と
な
り
、
周
辺
施

設
と
共
に
「
博
物
館
的
機
能
ゾ

ー
ン
」
と
な
る

と
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
ま
で
「
生

活

支

援

ゾ

ー

ン
」
と
し
て
の

位
置
づ
け
が
変

わ
っ
た
の
か
。 

答 

郷
土
資
料
館
、
近
藤
記
念
館
、

浅
羽
図
書
館
、
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
文

化
・
教
養
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
く
。 

問 
支
所
庁
舎
の
利
活
用
の
一
つ

と
し
て
、
古
文
書
等
の
保
存
・

研
究
・
展
示
な
ど
の
た
め
一
時

的
に
使
用
す
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
の
か
。 

答 

施
設
利
活
用
の
観
点
か
ら
、

（
仮
）
歴
史
文
化
館
を
支
所
内

に
設
置
す
る
も
の
で
、
支
所
の

地
域
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
、
今
後
と
も
向
上
に
努
め
て

い
く
。 

問 

防
災
の
観
点
か
ら
支
所
が
十

分
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
３
階
に
本
部
施
設
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
な
ど
が

必
要
と
思
う
が
。 

答 

大
震
災
を
踏
ま
え
、
津
波
被

害
を
想
定
し
、
支
所
２
階
を
現

地
本
部
と
し
、
資
機
材
の
充
実
、

組
織
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。 

 

土
・砂
利
採
取
の
許
認
可 

問 

土
や
砂
利
の
採
取
は
、
景
観

や
防
災
だ
け
で
な
く
周
辺
住
民

の
生
活
環
境
な
ど
に
も
影
響
が

心
配
さ
れ
る
。
市
内
の
採
取
状

況
は
ど
う
か
。 

答 

現
在
施
工
中
の
土
採
取
は
５

件
、
砂
利
採
取
は
２
件
で
あ
る
。 

問 

市
の
許
可
基
準
や
手
続
き
は
。 

答 

袋
井
市
土
地
利
用
事
業
の
承

認
を
経
た
後
、
県
に
許
可
申
請

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

問 

浅
羽
南
地
区
の
畑
で
砂
利
採

取
の
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。

農
地
で
の
砂
利
採
取
は
農
地
と

し
て
の
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ

も
あ
る
。
制
限
地
域
を
設
け
る
、

条
例
制
定
に
よ
る
厳
格
化
な
ど

が
で
き
な
い
か
。 

答 

現
時
点
で
大
き
な
問
題
は
生

じ
て
い
な
い
。
規

制
は
考
え
て
い

な
い
。
厳
正
な
指

導
で
や
っ
て
い

き
た
い
。 

パ
チ
ン
コ
店
出
店
規
制
は 

問 

袋
井
市
は
大
手
チ
ェ
ー
ン
店

が
そ
ろ
っ
て
出
店
し
て
い
る
特

異
な
地
域
で
あ
る
。
現
状
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。 

答 

現
在
市
内
に
１０
店
舗
、
こ
れ

は
人
口
比
で
磐
田
市
・
掛
川
市

と
比
し
て
も
高
い
。
出
店
が
健

康
文
化
都
市
袋
井
に
ふ
さ
わ
し

い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。 

問 

周
辺
住
民
の
生
活
や
土
地
利

用
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

出
店
規
制
、
景
観
条
例
に
よ
る

規
制
は
で
き
な
い
の
か
。 

答 

パ
チ
ン
コ
出
店
は
県
の
「
風

俗
営
業
法
」
の
許
認
可
で
あ
り

市
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

景
観
法
で
の
規
制
も
条
例
制
定

以
前
か
ら
の
出
店
で
あ
り
遡
及

適
用
で
き
な
い
。 

問 

パ
チ
ン
コ
店
は
チ
ェ
ー
ン
で

市
へ
の
税
収
は
期
待
で
き
な
い

の
で
は
な
い
か
。 

答 

平
成
２２

年
度
実
績
で
法
人

税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
あ
わ
せ
て
１
億
２
千
８
百
万

円
ほ
ど
、
市
税
全
体
の
０
・
９
％

で
あ
る
。 

問 

パ
チ
ン
コ
依
存
は
病
的
賭
博

と
い
う
精
神
障
害
。
依
存
症
に

市
も
対
処
す
べ
き
で
は
。 

答 

２０

歳
以
上
の
男
性
の
９
・

６
％
、
女
性
の
１
・
４
％
が
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
依
存
症
の
正
し
い
周

知
と
専
門
機
関
へ
の
紹
介
を
行

っ
て
い
く
。 

成
年
後
見
人
制
度
利
用
促
進
を 

問 

認
知
症
他
精
神
障
害
者
な
ど

判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
に
代

わ
り
、
財
産
管
理
や
契
約
行
為

を
行
う
「
成
年
後
見
人
制
度
」

が
、
開
始
か
ら

１０

年
が
経
つ

が
利
用
が
広
が

っ
て
い
な
い
。

本
市
の
状
況
は

ど
う
か
。 

答 

平
成
１７
年
か
ら
合
わ
せ
て
９

件
で
あ
っ
た
が
今
年
度
は
現
在

ま
で
に
６
件
と
増
加
し
て
い
る
。 

問 

利
用
が
増
え
な
い
問
題
点
は

な
に
か
。 

答 

申
し
立
て
の
煩
雑
さ
に
加
え

て
、
後
見
人
へ
の
報
酬
支
払
い

も
負
担
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
は
低
所
得
者
の
た
め
に
、
月

額
２
万
８
千
円
報
酬
助
成
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。 

問 

改
正
介
護
保
険
法
で
、
市
民

後
見
人
の
養
成
と
活
用
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
本
市
で
も
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。 

答 

高
齢
者
世
帯
が
、

こ
こ
１０
年
で
倍
増

し
て
お
り
ニ
ー
ズ

は
確
実
に
増
大
す

る
と
思
わ
れ
る
。

市
民
周
知
を
図
る
た
め
の
研
修

会
や
社
協
と
連
携
し
て
の
先
進

地
視
察
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。 

老
人
福
祉
施
設
の
利
用
向
上
を 

問 

今
年
４
月
、
健
康
増
進
施
設

風
見
の
丘
が
オ
ー
プ
ン
し
、
白

雲
荘
の
お
風
呂
が
中
止
と
な
っ

た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
送
迎
バ
ス

を
風
見
の
丘
に
も
向
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答 

バ
ス
送
迎
も
可
能
と
し
て
い

る
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
老
人
ク

ラ
ブ
等
の
利
用
は
８
団
体
、
３

団
体
が
バ
ス
送
迎
を
利
用
し
た
。 

問 

白
雲
荘
の
電
位
治
療
器
は
大

変
好
評
で
、
年
間
１
万
１
５
０

０
人
も
の
利
用
が
あ
る
。
他
施

設
へ
も
設
置
が
で
き
な
い
か
。 

答 

子
ど
も
の
利
用
に
適
さ
ず
、

安
全
管
理
に
問
題
が
あ
る
。
現

状
で
対
応
い
た
だ
き
た
い
。 


